
令和３年度江南市放課後子ども総合プラン運営委員会（第２回）会議録 

 

●実 施 方 法  書面会議による意見聴取 

 

●実施年月日  令和４年２月１０日（木）～令和４年２月２４日（木） 

 

●委 員  １１名 

会   長       伊 藤 鶴 𠮷 

副 会 長       木 村 嘉 宏 

委   員       梅 本 孝 哉 

委   員       加 藤 李 恵 

委   員       岸   宏 行 

委   員       倉 地 一 秋 

委   員       長 井 容 子 

委   員       永 田 裕美子 

委   員       西 部 茂 夫 

委   員       平 松 結 華 

委   員       山 城 英 俊 

 

 

議題 

（１）令和４年度放課後子ども教室推進事業計画（案）について（資料１） 

（２）令和４年度放課後児童健全育成事業計画（案）について（資料２） 

（３）令和４年度放課後子ども総合プラン事業計画（案）について（資料３） 

（４）放課後子ども総合プラン事業（放課後子ども教室）の新規開室について 

（資料４） 

（５）放課後児童健全育成事業（学童保育）の対象学年拡大について（資料５） 

 

配布資料 

資料１ 令和４年度放課後子ども教室推進事業計画（案） 

 資料２ 令和４年度放課後児童健全育成事業計画（案） 

 資料３ 令和４年度放課後子ども総合プラン事業計画（案） 

 資料４ 放課後子ども総合プラン事業（放課後子ども教室）の新規開室について 

 資料５ 放課後児童健全育成事業（学童保育）の対象学年拡大について 

 参考資料 令和４年度放課後子ども教室申込状況 

      令和４年度学童保育所申込状況 



●意見及び回答 

 

議題 

（１）令和４年度放課後子ども教室推進事業計画（案）について（資料１） 

   【会長】 

古知野北小学校下において古北にじいろ会館内で開室できるとのことで、

来年度には市内全校で実施となり、良いことだと思います。 

 

事務局  

今後は新規教室含め、利用者のニーズに応えられるよう、放課後子ども教室

の充実に努めます。 

 

【委員】   

「地域住民とのふれあいを図ります。」とありますが、コロナ禍で本年度

は実施できなかったと思いますが、過去にどのような実施例があるのか教え

てもらいたい。 

 

事務局 

これまで来ていただいたボランティアの方は、ほとんどが学生の方であり、

手遊びやゲーム、また、ギターなどご自身の得意なことを披露していただき

ました。学生の方の場合、厳密には地域住民ではないこともあり、新型コロ

ナウイルス感染症の収束後はボランティアの募集方法を含め、活動の充実に

努めます。 

 

【委員】 

実施内容の自主的な遊びの中に「外遊び」がありますが、夏は暑すぎて外

遊びができないかと思いますが、体育館を借りて遊ぶことなどは可能でしょ

うか。また、夏休みに学校のプール開放が再開された際は、フジッ子からで

もプールに行けるのでしょうか。 

   

事務局 

外遊び時の体育館の利用につきましては、現状でもお借りして活動した教室

もありますので、各学校との相談になりますが、可能かと思います。ただし、

市内小学校の体育館には冷暖房が設置されていないため、夏場にお借りすると

いうよりはイベント時にお借りして、夏休み等は熱中症警戒指数等を参考にし

ながら、午前中の早い時間に外遊びを行うという形になるかと思います。 

また、夏休みのプールにつきましては、コロナ禍前はフジッ子の児童も参加

しておりましたので、再開後につきましても、参加可能かと思われます。 

 



【委員】 

体験活動の中で「工作」があります。身内が放課後子ども教室に通ってい

ますが、某アニメが流行ったときに、折り紙でそのアニメのキャラクターの

折り方を教えてもらい、楽しそうにしていました。教室の先生方も努力され

ているのが見受けられ、今後も続けていただきたいと思いました。 

   

事務局 

今後も参加児童に様々な経験や体験を提供できるよう、内容の充実を図りま

す。 

 

（２）令和３年度放課後児童健全育成事業計画（案）について（資料２） 

【会長】 

災害予防訓練は最重要事項かと思いますので、今後も継続していただきた

い。 

 

事務局 

危機管理の一環として、今後も継続して実施していきます。 

 

（３）令和３年度放課後子ども総合プラン事業計画（案）について（資料３） 

   【会長】 

新型コロナウイルス感染症が収束した後に再開できることを期待してい

ます。 

 

   事務局 

 今後も引き続き、感染予防、拡大防止の対策を徹底して行い、放課後子ども

教室及び学童保育の両各事業を実施しながら、共通プログラムについて検討し

ていきます。 

 

（４）放課後子ども総合プラン事業（放課後子ども教室）の新規開室について 

（資料４） 

委員より、意見無し。 

 

（５）放課後児童健全育成事業（学童保育）の対象学年拡大について（資料５） 

【委員】 

４年生児童の就労条件②の勤務終了時間が現行より厳しくなっているが、

学童保育を希望する方が増加傾向にあること、また、４年生以上は 16 時近

くまで学校で過ごす曜日が多いことから、妥当な時間設定だと思います。 

 

 



事務局 

ありがとうございます。事務局としても、入所基準を見直す際に下校時間を

基準といたしました。 

  

【委員】   

 共働き世帯が増加していますので、出来る限り入所希望者を受け入れても

らいたい。 

 

事務局 

学童保育の更なる充実を図るため、来年度から通年利用を含めた全ての利用

区分において、小学６年生までの受け入れを実施していきます。 

 

 

その他 

令和４年度放課後子ども教室申込状況 令和４年度学童保育所申込状況に 

ついて（参考資料） 

【委員】   

 超過人数のばらつきが気になります。特に古知野南小学校や布袋小学校は

希望しても待機になる児童がたくさんいます。課題が多いかと思いますが、

希望者全員が入れるようにご尽力いただきたいです。 

 

事務局 

古知野南小学校や布袋小学校は市内でも特に児童数が多い学校であり、その

ため待機も多く発生しています。さらに、放課後子ども教室は、小学校の余裕

教室を利用して実施するのが基本であるため、児童数が多い学校ほど申込者が

増えますが、余裕教室が無く実施が困難になります。今後も児童数の推移を注

視しつつ、各学校の状況を確認しながら受け入れ人数拡大を検討していきます。 

 


